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住民懇談会(全3回）を通して、
みなさんに話し合って決めて頂くこと

❶身の回りの危険箇所

❷避難場所

❸避難ルート

❹避難のための交通手段

❺避難のタイミング

❻避難のための声かけ・連絡の仕組み



地区内に土砂災害警戒区域･特別警戒区域はあるか?
ある場合はどこか?
過去に土砂災害が起こっていないか? 起こったのであればどこか?
⇒予兆はあったか（地鳴り、悪臭など）?

地区内に浸水想定区域はあるか?ある場合はどの範囲か?
過去に水害が起こっていないか?起こったのであればどこか?
その他の災害（例えば火災）が起こった箇所はないですか?

出典:国土地理院より 出典:国土交通省 中国地方整備局 HPより

❶身の回りの危険箇所について考える

土石流災害 浸水災害



避難場所例:吉敷地域交流センター

❷避難場所を把握する

市町が指定している近隣の避難場所はどこか?
地区として決めた独自の避難場所はあるか?あるとすればどこか?
⇒地区としてはどこの避難場所に行くか?



早い段階では安全に通れますが、遅い段階では安全に通れなくなる。
⇒避難するタイミングが早い段階と遅い段階とでは安全に通れる
ルート選択が変化するので複数のルート案を比較・検討してください。

山際の道は、避難のタイミングが
遅いと土砂崩れの可能性が高くなる。

❸避難ルートについて考える

避難するタイミングが大切です。

がけ崩れの事例



マイカー・知人の車

その他：タクシーなど自転車

徒歩

❹避難のための交通手段について考える

みなさんは、どのような交通（移動）手段を考えていますか?



出典:内閣府 防災情報のページより

❺避難のタイミングについて考える

みなさんは、どのタイミングで避難しますか?



過年度までのタイムラインの例

❺避難のタイミングについて考える



声かけマップの例

早期避難のためには近所への声かけが
効果的です。まず、声をかけあう
グループを作ることを考えます。

避難時にはグループで声をかけあい、
みんなで避難する仕組みを考えて
いきます。

声かけの仕組みを連絡網に反映すること
を考えていきます。

連絡網(例) 通し番号 番

０９０－××××－××××

０９０－××××－××××

誰から 誰の車

●●班 名前 人数 連絡先（自宅の電話・携帯電話番号） 声かけ 相乗り
大河内市民セン

ターへ避難
他所へ避難 避難完了

班長 山本　○○ 2 ０９０－××××－×××× 〇 □

高橋　○○ 1 ０９０－××××－×××× 班長から 山本の車 - 〇親せき宅 □

田中　○○ 3 ０９０－××××－×××× 班長から タクシー 〇 □

佐藤　○○ 1 ××××-××-×××× 班長から 独自 〇 □

鈴木　○○ 2 ０９０－××××－×××× 班長から 佐藤の車 〇 □

✔を入れる

リーダー
●●自治会長

○○副自治会長

いずれかに〇をつける

班員

連絡網の例

❻避難の声かけ・連絡の仕組みについて考える

山本 ○○

高橋 ○○
田中 ○○

佐藤 ○○

鈴木 ○○

①

② ②

②

②



全3回の住民懇談会の内容

第１回…地図を使って身の回りの危険な箇所を
把握し、避難場所や避難ルートを
選びます。

第２回…まちあるきにより第1回で抽出した危険な箇所
や避難ルートを実際に確認していきます。

第3回…避難先、避難ルート、避難のタイミングなど
を整理します。



③地図を使ってみなさんで意見を出し合い、
身の回りの危険な箇所を把握し、避難場所や
避難ルートを選び、検討結果を図上に
書き込みます。

本日の住民懇談会（ワークショップ）の
進め方

①はじめに自己紹介をします。

④最後にみなさんに感想を述べて頂きます。

②地図の説明をします。



①はじめに自己紹介をします。



②地図の説明をします。

Ｎ

方位記号

縮尺

等高線



4.自然条件(地形や水路・河川など)の情報を書き込みます

図上作業（DIG作業）の流れ

③地図を使ってグループで意見を出し合い、
身の回りの危険な箇所を把握したり、
避難場所や避難ルートを選びます。

1.自宅の位置情報を書き込みます

2. 道路や目印となる建物を書き込みます

3.自治会境界・避難所の確認を行います

5.危険な箇所や過去の災害箇所の情報を書き込みます

6.避難場所や避難ルートを選びます



①自宅の位置に青シールを貼ります。
②氏名を青マジックで書き込みます。

佐藤○○
①自宅に青シールを

貼ります。

②氏名を青マジックで
書き込みます。

・地図は真上から見た図面です。空から眺めた様子をイメージしてみましょう。
・建物の形や向き、道路などの位置関係を考えると見つかりやすいです。

Ｎ

1.自宅の位置情報



Ｎ

①道路を黒マジックで書き込みます。

①車が通行できる道路を
黒マジックで書き込みます。

道路とは、この住民懇談会では車が
通行できる道路とします。田畑のあぜ
のような道は含みません。

2.道路の情報



Ｎ

避難に役立ちそうな堅牢な建物があれば、
①緑シールを貼ります。
②建物の構造（鉄筋か木造か）を緑マジックで書き込みます。

2F 木造構造

①2階以上の堅牢な建物に
緑シールを貼ります。

②鉄筋か、木造かを
緑マジックで書き込みます。

3F 鉄筋構造

2.避難に役立つ建物の情報



Ｎ

①自治会・町内会の境界（赤ライン）を確認します。

①自治会・町内会の境界
(赤ライン)を確認します。

3.自治会境界の確認



Ｎ

①避難所の位置を確認します。
②避難所情報を確認します。

①避難所の位置を
確認します。

②避難所情報を
確認します。

3. 避難所の確認

名称 種別 収容人数 トイレの数 障害者用設備 駐車場数 備蓄の有無・量

吉敷地域交流センター 指定緊急避難場所 ○○名
1階　〇箇所
2階　〇箇所

○○台

良城小学校(校舎） 指定緊急避難場所

良城小学校(体育館） 指定緊急避難場所

鴻南中学校(校舎) 指定緊急避難場所

鴻南中学校(体育館) 指定緊急避難場所

維新百年記念公園 広域避難場所



Ｎ

避難所までの距離を確認します。

①代表者の自宅から避難所までの間を
赤マジックで直線を引きます。

②距離を測り、赤マジックで
距離を書き込みます。

300m

①代表者の自宅から避難所の間を赤マジックで直線を引きます。
②距離を測り、赤マジックで距離を書き込みます。

3. 避難所の確認



Ｎ

①土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域を確認します。
※土砂災害には急傾斜地の崩壊、土石流、地すべりの現象
があります。

①土砂災害警戒区域
(黄色のハッチ)を
確認します。

①土砂災害特別警戒区域
(赤色のハッチ)を
確認します。

4.自然条件(地形や水路・河川など)の情報



Ｎ

①山地と平地の境界を緑マジックで書き込みます。

①山地と平地の境界を
緑マジックで書き込みます。

・地形境界は、個人によってとらえ方の差が大きいので、
細部までこだわらず、大まかな境が分かれば良いでしょう。

4.自然条件(地形や水路・河川など)の情報



Ｎ

①主要河川、水路、ため池を青マジックで書き込みます。
②流れる方向を青マジックで書き込みます。

①主要な河川、水路、ため池を
青マジックで書き込みます。

②流れる方向を青マジックで
書き込みます。

・過去に危険だと感じた水路は水路幅に
こだわらず、記入してもらいましょう。

4.自然条件(地形や水路・河川など)の情報



①土砂災害範囲を
茶色マジックで書き込みます。

・災害が発生した時期や前兆現象などが
分かれば書き込みましょう

③水・土砂災害以外(例:火災)の範囲を
オレンジマジックで書き込みます。

②水災害範囲を
水色マジックで書き込みます。

Ｎ

過去の災害箇所を書き込みます。
①土砂災害は茶色マジックで書き込みます。
②水災害は水色マジックで書き込みます。
③土砂災害・水災害以外(例:火災)はオレンジマジックで
書き込みます。

5.危険な箇所の情報



災害箇所以外の危険と感じる箇所を書き込みます。

③水・土砂災害以外の範囲を
オレンジマジックで書き込みます。

②水災害範囲を
水色マジックで書き込みます。

①土砂災害範囲を
茶色マジックで書き込みます。

①土砂災害は茶色マジックで書き込みます。
②水災害は水色マジックで書き込みます。
③土砂災害・水災害以外(例:火災)はオレンジマジックで
書き込みます。

・災害が発生した箇所以外で日頃から危ない
と感じている箇所を書き込みましょう

Ｎ

5.危険な箇所の情報



Ｎ

市町の指定避難所の位置を確認します。

①指定避難所を確認し、
赤シールを貼ります。

・避難先は、自宅、危険箇所との関係で決まります。
・自宅毎に避難先が変わっても良い。
・避難ルート・避難先は、昼夜で変わっても良い

①指定避難所を確認し、赤シールを貼ります。

6.避難場所や避難ルートの選定



Ｎ

安全な避難ルートを書き込みます。

①安全な避難ルートを
ピンクマジックで書き込みます。

①安全な避難ルートをピンクマジックで書き込みます。

・避難先は、自宅、危険箇所との関係で決まります。
・自宅毎に避難先が変わっても良い。
・避難ルート・避難先は、昼夜で変わっても良い

6.避難場所や避難ルートの選定



Ｎ

浸水想定区域の確認をします。

・避難ルートと浸水想定区域の関係を確認します。

6.避難場所や避難ルートの選定

①図面を浸水想定区域が入ったものに差し替え、
浸水想定区域の確認をします。

①浸水想定区域の確認をします。



みなさんの地区の自然条件、危険な箇所、
避難場所、避難ルートなどについて、
理解をして頂けたでしょうか?

地図を使った作業は以上となります。



ご意見でも構いませんのでお聞かせください。

③最後にみなさんに感想を述べて頂きます。



本日のふりかえり

過去の災害や危険な箇所について

避難場所

避難経路

その他避難のための交通手段

避難のタイミング



次回（第2回住民懇談会）の予定内容

まちあるき

避難場所、避難ルートの確認

避難時期（タイムライン）の検討



会場:吉敷地域交流センター

開催日時:令和3年11月27日(土) 14時～

※次回の服装
まちあるきをしますので、動きやすい服装と靴で
お越しください。

第2回住民懇談会の開催日時について



本日は、お疲れ様でした。
気を付けてお帰りください。




